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 申請者の作品には、「mind stream」のような蝶をモチーフにしたもの、「floating instant」に代表さ
れるような植物を中心としたものという二つの大きな流れがある。そして後者には植物を中心モチーフ
としてはいるが、静物画、特にヴァニタス画と呼ばれる、花や骸骨をとおして死を象徴的に描いたもの
が多く見られるのが大きな特徴であろう。そこで描かれた植物はヴァニタス画のセオリーどおりに、作
者の観念や思いの象徴として画面に存在する。この形式は、修士課程の頃からはっきりした形を取り出
し、修了制作を経て今回の「floating instant」で一つ大きく結実した感がある。それは、これまで画
  
面上ではっきりと描かれていた植物などが絵具の垂れ流しなどにより、単なる記号的描写からずれ始め
たことに起因しているように思われる。同様に蝶をモチーフとした多くの作品においても蝶たちは空間
を舞いながらも停止し、いわば作者の観念の記号－死霊の化身、美しく揺らぎあるものの象徴、魂の成
長－「ヴァニタス画」として成立していた。今回の作品ではそれらが崩れ始め、より高い次元であらた
な画面世界を形作り始めている。 
 論文においては、「連続的時間のなかにある恒常性」と題し、不変の「恒久性」ではなく、揺らぎなが
らも一定の状態を保つ「恒常性」を自身の制作の根拠と位置付けし、論じている。それは、人体の生命
維持システムと脳の視覚認識、伊勢神宮の式年遷宮に代表される日本の宗教観や自然観と西洋の宗教や
絵画との比較、蝶の多義的な象徴性とカオス理論の“バタフライ効果”など多角的な視点から論じられ
るが、それらを単に比較するのではなく、異なるもの同士から新たな命題が導き出される“アウフヘー
ベン”として捉え、作品がその結果であろうとする。そして、変化を繰り返すことこそが「恒常性」で
あり、中国文化や西洋文化を取り込みつつ変化を繰り返す「日本画」にも筆者は「恒常性」を見る。こ
のように、自身の中で変化し向上していける可能性は無限であり、人間に与えられた死や無常という命
題に自分なりの解答を導き出そうとする過程にこそ「恒常性」の真義に繋がるとする本論文は、地味で
はあるが真正面からこの世界に向き合おうとする骨太なものである。 
 以上のように審査委員会において審査委員全員が、申請者の論文、作品ともに博士の学位に値すると
高く評価し、合格とした。 
 
